
公益財団法人中央果実協会（50,000千円、50.0％）
ＪＡ広島果実連株式会社（25,000千円、25.0％）

　 果実の安定的な生産出荷支援、果樹農業者の経営支援及び果実の需要拡大等を実施し、これを通じて広島
県果樹農業者の経営の安定を図る。

１　特定果実（果樹農業振興特別措置法（昭和３６年法律第１５号）に規定する特定果実をいう。）の安定的な生
 産及び出荷の促進に関する事業
２　優良な品目又は品種への転換等果樹農家の経営を支援するための事業
３　果実及び果実製品の需要の増進を図るための事業
４　第１号から前号までに掲げる事業以外の果実の生産及び出荷の安定に関する事業
５　その他本会の目的を達成するために必要な事業
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出資法人経営状況説明書

１００，０００千円

一般社団法人 広島県果実生産出荷安定基金協会

所 在 地 東広島市河内町入野11631-13

所 管 課

県以外の出資者

法人の名称

１　法人の概要（令和７年６月23日現在）

（１）　基本情報

設立登記

農林水産局農業生産課

昭和47年12月10日

基本財産等の額 ２５，０００千円 県出資比率 ２５．０％うち県出資額

（３）　組織の概要

設立目的

業務概要

（２）　役・職員の状況

非 常 勤 役 員 数

常 勤 職 員 数

常 勤 役 員 数

区　分 県職員 元県職員
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人

人

人

人
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２
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専務理事 理事 事務局
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 （１）事業計画 （単位：千円）

※　端数調整により合計が一致しない場合がある。

（２）予算書 （単位：千円）

※　端数調整により合計が一致しない場合がある。

１、２の増加理由：新植・改植面積の増加による事業費の増
３の増加理由：先導的新技術導入に係る施設等整備の増
４の減少理由：未来型事業要望減による減
※１から４（支援対象者への補助金交付）は、公益財団法人中央果実協会の事業を当協会が代行するのみであるた
め、（２）の予算書には反映させていない。
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当期正味財産増減額合計   　⑨=⑦+⑧

当期指定正味財産増減額    　　 ⑧

当期一般正味財産増減額 　　⑦=③+⑥

当期経常外増減額　　　　　　  ⑥=④-⑤

▲ 1,216

0
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0

0
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7,047
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7,047
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7,161

管理費

事業費

当期経常増減額　　　　　　　　 ③=①-②

経常外費用　　  　 ⑤

経常外収益　　　 　④

▲ 1,216

8,395

955

7,440

経常費用

　　計　　　②

２　令和７年度事業計画

8,6535,620

30,74018,600

4 未来型果樹農業等推進
条件整備事業

3 果樹先導的取組支援事業

2 果樹未収益期間支援事業

▲ 3,033

事業名

1 果樹経営支援対策事業
果樹産地構造改革計画に基づき支援対象者が行う

改植、かん水施設整備等に要する経費を補助する。

未収益期間を伴う改植が進まない状況となってい
るため、支援対策を実施することで改植を促進す
る。

需要の変化に対応し、新品目・品種、新樹形の導
入や産地の改革につながる新技術導入等に要する経
費を補助する。

基盤整備により、まとまった面積での省力樹形・
機械作業体系の導入等の取組と併せて早期成園化や
経営の継続・発展に係る取組を総合的に支援する。

事業内容

33,240

12,64933,15945,808

93,044142,404

令和７年度 令和６年度 増　減

 【特記事項】

経常収益

区　分

　　計　　　①

雑収益

受取補助金等

特定資産運用益

増　減令和７年度 令和６年度 主な増減理由

　事業及び協会の運営に係る管理費

合　計

49,340

11,12322,117

219219

▲ 2,12010,2968,176

0

6　管理費

5 広島県果実生産出荷安
定協議会交付金

県内産地別の年間の需給見通し及び改植等の努力
目標面積の配分を行う協議会に対する活動推進費

49,360



３　令和６年度事業報告

（１）事業報告 （単位：千円）

※　端数調整により合計が一致しない場合がある。

（２）正味財産増減計算書　 （単位：千円）

※　端数調整により合計が一致しない場合がある。

135

▲ 3,212 ▲ 3,040 ▲ 172

当期一般正味財産増減額  　⑦=③+⑥ ▲ 3,212 ▲ 3,040 ▲ 172

経常外収益　　　 　④ 0 0 0

経常外費用　   　  ⑤ 0 0 0

当期経常外増減額　　　     　⑥=④-⑤ 0 0 0

当期指定正味財産増減額         ⑧ 0 0 0

当期正味財産増減額合計　  ⑨=⑦+⑧

経常収益

特定資産運用益 125 0

当期経常増減額　　　　　　　　③=①-② ▲ 3,212 ▲ 3,040 ▲ 172

経常費用

事業費 9,185 8,976 209

管理費 1,204 1,106 98

　　計　　　② 10,390 10,083 307

125

受託収入 7,047 7,038 9

その他収益 5 4 1

　　計　　　① 7,178 7,043

１、２の増減の理由：かん水施設整備等は増加したものの、改植、新植の面積が減少したため。
※１から３及び５から６（支援対象者への補助金交付）は、公益財団法人中央果実協会の事業を当協会が代行するの
みであるため、正味財産増減計算書に反映させていない。

区　分 令和６年度 令和５年度 増　減 主な増減理由

合　計 87,682 94,278 ▲ 6,596

 【特記事項】

7 管理費 　事業及び協会の運営に係る管理費 10,280 9,973 307

4 広島県果実生産出荷安
定協議会交付金

県内産地別の年間の需給見通し及び改植等の努力
目標面積の配分を行う協議会に対する活動推進費

110 110 0

5 未来型果樹農業等推進
条件整備事業

基盤整備により、まとまった面積での省力樹形・
機械作業体系の導入等の取組と併せて早期成園化や
経営の継続・発展に係る取組を総合的に支援する。

3,992 0 3,992

6 果樹気象災害対応緊急
支援事業

令和４年12月以降に発生した雪害に対応する経費
を助成する。

0 3,226 ▲ 3,226

2 果樹未収益期間支援事業
未収益期間を伴う改植が進まない状況となってい

るため、支援対策を実施することで改植を促進す
る。

18,722 26,565 ▲ 7,843

3 果樹先導的取組支援事業
需要の変化に対応し、新品目・品種、新樹形の導

入や産地の改革につながる新技術導入等に要する経
費を補助する。

23,306 25,797 ▲ 2,491

事業名 事業内容 令和６年度 令和５年度 増　減

1 果樹経営支援対策事業
果樹産地構造改革計画に基づき支援対象者が行う

改植、かん水施設整備等に要する経費を補助する。
31,272 28,607 2,665



（３）　貸借対照表 （単位：千円）

※　端数調整により合計が一致しない場合がある。

（４）　県からの財政的支援 （単位：千円）

令和６年度末 令和５年度末 増　減 主な増減理由

▲ 3,212

0

0

▲ 114

0

0

100,000

100,000

0

100,114

0

▲ 3,326

▲ 3,212

0

▲ 114

▲ 3,326

0

▲ 3,32614,742

111,416

100,000

11,416

114,742

14,628

14,628

0

0

100,000

114

114,742

100,000

111,416

11,416

0

11,416

区　分

資産

負債

正
味
財
産

負債・正味財産　合計　   ③=①+②

　　　　正味財産　計　　②

うち、基本財産充当額

一般正味財産

うち、基本財産充当額

指定正味財産

　　　　　負　債　　計　　①

固定負債

流動負債

　　　　　資　産　　計

固定資産

流動資産

0

（５）　経営健全化計画の推進状況など特記事項

　協会の収益上大きな柱となる運用益は、運用利率が低水準のまま推移している。このため、管理費の適正な支出を
行うとともに、経営の効率化を図る。

区　分 令和６年度 令和５年度 増　減 主な増減理由

補助金等 0 0 0

委託料 0 0 0

貸付金 0 0 0

その他（追加出資等） 0 0 0

合　計 0 0 0

損失補償契約に係る債務残高 0 0 0

 【県の財政的支援の目的・内容等】

借入金残高（期末残高） 0 0 0

債務保証額（期末残高） 0 0 0



（単位：千円）

科　　目 令和６年度決算 A 令和５年度決算 B 増　減 A-B 備考

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１  経常増減の部

　（１）経常収益

　　　　特定資産運用益 125 0 125

　　　　　特定資産受取利息 125 0 125

　　　　受取補助金等 7,047 7,038 9

　　   　 受取補助金（中央果実協会） 7,047 7,038 9

　　　　雑収益 5 4 1

　　　　　受取利息 5 4 1

　　　　経常収益計 7,178 7,043 135

　（２）経常費用

　　　　事業費 9,185 8,976 209 　

　　　　　県果実安定協議会交付金 110 110 0

          給料手当 3,514 3,395 119

          会議費 24 46 ▲ 22

          旅費交通費 208 98 110

          通信運搬費 162 162 0

          消耗品費 117 117 0

          賃借料 540 540 0

          委託費 4,482 4,482 0

　　　　　支払負担金 20 20 0

          雑費 8 8 0

　　　　管理費 1,204 1,106 98

　　　　　給与手当 390 377 13

　　　　　会議費 13 0 13

　　　　　旅費交通費 64 16 48

　　　　　通信運搬費 18 18 0

　　　　　消耗品費 13 13 0

　　　　　賃借料 60 60 0

　　　　　委託費 498 498 0

　　　　　租税公課 21 21 0

　　　　　雑費 127 104 23

　　　　経常費用計 10,390 10,083 307

　　　　　当期経常増減額 ▲ 3,212 ▲ 3,040 ▲ 172

　２  経常外増減の部

　（１）経常外収益

　　　　経常外収益計 0 0 0

　（２）経常外費用

　　　　経常外費用計 0 0 0

　　　　　当期経常外増減額 0 0 0

　　　　　当期一般正味財産増減額 ▲ 3,212 ▲ 3,040 ▲ 172

　　　　　一般正味財産期首残高 14,628 17,668 ▲ 3,040

　　　　　一般正味財産期末残高 11,416 14,628 ▲ 3,212

Ⅱ　指定正味財産増減の部

　１　受取補助金等 0 0 0

　２　受取負担金等 0 0 0

　３　一般正味財産への振替額 0 0 0

　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0

　　　指定正味財産期首残高 0 0 0

　　　指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 11,416 14,628 ▲ 3,212

※　端数調整により、合計が一致しない場合がある。

４　正味財産増減計算書の内訳



（単位：千円）

科　　目 令和６年度決算 A 令和５年度決算 B 増　減 A-B 備考

Ⅰ　資産の部

　１  流動資産

　　　　　現金預金資産 11,416 14,742 ▲ 3,326  

　　　　流動資産合計 11,416 14,742 ▲ 3,326  

　２  固定資産  

　（１）特定資産  

          預り出資引当資産 100,000 100,000 0

　　　　特定資産合計 100,000 100,000 0  

　　　　固定資産合計 100,000 100,000 0  

　　　　資産合計 111,416 114,742 ▲ 3,326  

Ⅱ　負債の部

　１  流動負債

　　　　　預り補助金 0 108 ▲ 108  

　　　　　未払金 0 5 ▲ 5  

　　　　流動負債合計 0 114 ▲ 114  

　２  固定負債

　　　　　預かり出資金 100,000 100,000 0  

　　　　固定負債合計 100,000 100,000 0  

　　　　負債合計 100,000 100,114 ▲ 114  

Ⅲ　正味財産の部  

　１  指定正味財産  

　　　　指定正味財産合計 0 0 0  

　　　　（うち基本財産への充当額） 0 0 0  

　　　　（うち特定資産への充当額） 0 0 0  

　２  一般正味財産 11,416 14,628 ▲ 3,212  

　　　　（うち基本財産への充当額） 0 0 0  

　　　　（うち特定資産への充当額） 0 0 0  

　　　　正味財産合計 11,416 14,628 ▲ 3,212  

　　　　負債及び正味財産合計 111,416 114,742 ▲ 3,326  

※　端数調整により合計が一致しない場合がある。  

５　貸借対照表の内訳


